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否
ヘ

神彗

υ訴

訛

璽
後
を
１
神
ツ

見
た

つ
い
て
は
，
厚
ガ
す
る
も
い
マ

は
本
り
ま
せ
ん
。
問
題
静
０
は
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僣
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負
担
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沖
正
で
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”
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年
度
ｔ
期
間
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し
て
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ふ
サ
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結
争
民
０
を
き
希
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ｔ

計
上
し
て
い
う
（セ
で
す
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今
最
綸
住
の
調
費
・
撃
野
と

秩
間
番
託
す
る
ｔ
の
で
す
が
‘

骨
農
論
年
は
コ
ス
ト
理
双
ｔ
纏

Ｌ
さ
せ
３
い
で
は
た
＜
、
な
的

奇
だ
で
子
糠
た
ち
毅
い菫
ｔ

爆
峰
す
３
労
繊
給
命
の
実
施
じ

い
つヽ
観
点
て
‘直
営
じ
晨
す
こ

」

算

実

嚢

琴

ご

て
あ
り
，
民
間
琴
託
い
鰐
物
に

は
巻
成
で
き
ま
せ
ん
´

議
案
§
う
は
即
殺
山
本
手
檄

料
希
細
の
よ
Ｆ
で
す
。
マ
イ
ナ

レ
バ
ー
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通
知
カ
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ド
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製
浜
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詢

7:arr。

キ
）
し、

ち
“
ん

ら■い3ヒ
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個
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二
女
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手

糧
料
と
を
み
ら
こ
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つ
い
ζ

年
後
穫
庸
の
個
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結
軒
名
フ
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ｔ
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今週●
き
じ―
ち
ゃ
ん
伊
機
場
に

９
日
定
制
市
議
会
最
終
日
。

嵩
発
会
全
会
来
の
共
同
提
案

で
「
れ
の
口
ゎ
が
挙
ま
国
体

・
綻
の
口
ね
い
ヤ
ま
大
会
に

間
す
０
番
識
」
を
採
採
し
ま

し
た
。
こ
の
業
議
は
，
４
年

ぶ
り
の
回
体
聞
確
に
な
た
っ

て
ヽ
ふ
民
ギ
ラ
と
ア
イ
ア
の

針
毎
さ
ん
や
各
種
団
体

ふ

稽
当
策

い

方

Ｒ
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Ｉ

徒

爾

謝
の
気
持
ち
〓
示
す
と
と
ｔ

に
、
お
ぐ
体
プ
茶
ぽ
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働
ｔ
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ざ
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と
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掃
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も
ビ
で
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に
行
の
意

見
宅
壱
わ
す

・
口
ひ
方
針
そ
い

ま
き
に
径
郷
諫
正
す
３
二
と
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賛
微
で
き
き
せ
ん
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日
僣

マ
ス
コ
ッ
ト

の
き

熱

し、
ち
ィ
ん
な
幸
場
に
入
っ
て

一

ｔ

っヽ
っ
て
紫
議
文
ｔ
手
靖

レ

一

た

ら
ひ
う
が

と

い
も
像
寮
伊

ｓ一

あ
り
ま

し
た

。
議
塚
い
身
げ

一

両
間
き
け
な
り
入
っ
て
き
た

キ
）い
ち
な
た
は
，
大
キ
＜ヽ
て

，
ム
い
ら
し
く
て
、
と
て
も

れ
碍
正
し
い
マ
ス
コ
ッ
ト
て

し
た
。
き
い
ち
も
ん
い
“
５

畜
十
詢
あ
マ
具
ま
し
た
げ
、

そ
①
し
ヽ
げ
①
童
来
毎
こ
と
，

ギ
ａ
‐
ザ
針
た
い
で
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′

却
年
け
こ
前
に
構
業
の
生
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薦
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＞
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。
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日
本
書
産
党
あ
プ
ロ
ッ
ワ
烙
穏
貧
か
８
月
に
取
り
組
ん
ぼ
２
つ

の
行
多
力
官
ｔ
山
彰
自
慮
肇
素
局
長
に
す
い
て
い
た
む
き
ま
し
た
。
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手

静
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唇

ξ
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日
本
や
荏
党
〔
プ
ロ
ッ
ク
得

揺

合
は
‐
ら
日
颯
日

（
水

）
地

場
僣
業
振
果
セ

ノヽ
タ
ー
で
，
株

（
の
「
～

で
ｔ
の
絵
子
話

ヒ
一

作
な
室

」
ｔ
わ
あ
マ
閣
き

‐
大

竹
評
て
し
た
。

パ

ッ
ト
ポ
ト
ル
で
ス

‐
ぱ
―

カ

ー
を
つ
く
３
手
や
、
ダ
多
ボ

ー
ん
で
多
く
罐
獣
ｎ
野
金
箱
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っ
く
３
チ
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紙
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プ
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ｔ
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成
し
て
い
３
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「
こ
こ
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で
イ
。
い
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み
い
」
「
簡
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」
金
で
参
加

し
た
琴
人
の
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で
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た
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は
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ザ
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み
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し
て
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し
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ま
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嶋

当
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早
住
い
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げ
狭
い
の

で
，急
き
か
会
場
豊
富
撃
し
た

の
で
す
が
、
３
‘
ｔ
ヒ
繰
護
石

告
擢
合
せ
誇
人
０
お
人
で
導
俣

に
′
重
彗
ス
方
か
・ら
は
「
手

で
も
か
手
ん
で
ま
）
嶋

二
年年

ｔ
ぉ
う
し
く
Ｌ
ビ
脅
静
か
′

は
じ
あ
ま
し
て
、

来
年
夏
ｏ
参
議
喧
壇
挙
で

和
腋
也
塁
挙
区
か
ら
主
森
澪

官
ろ
一〕て
に
は
っ
た
塚
□
”

美

子
と
申
し
ま
す
。

私
は
昨
年
ま
で
ろ
せ
”師
て

し
て
和
歌
］
佳
協
嘉
婉
て
働

し、
て
き
ま
し
た
。
ね
会
婆
暉
①

教
臣ドデ
で
た
浄
ん
遅
む
中
で
、

圧
備
従
事
着
の
伊
ん
繭
り
な
け

て
は
患
看
さ
ん
の
命
を
今
３
こ

ど
が
で
き
議
し，
ケ
ー
ス
鋼
増
え

て
い
ま
す
。
（
一う
レぅ
っ
た
♯
況

を
む
ま
っ
て
見
週
ン
０
わ
け
ド

は
い
つ
な
い
‐
む
た
ひ
ん
進
む

れ
会
懇
降
の
よ
需
ｔ
何
と
し
て

ｔ
ス
ト
ッ
７
さ
せ
，
縫
ｔ
げ
平

等
に
申
陶
し
て
Ｅ
嶺
伊
受
け
ら

た
５
ょ
う
に
し
た
け
水
ぽ
ね

うヽ
は
い
．
こ
の
発
い
馬
曰
が

今
回
夕
議
院
墨
ｔ
目
棒
う
き

っ
か
け
と
も
な
望
ま
し
た
。
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一
年
，
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力
で
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張

ツ
ま
す
。
よ
３
し
く
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し―

し
，
す
。

猾
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小
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６

中
‐
「
国
会
ｌｏ
万
人
・
全
國
／

θ
Ｏ
万
人
大
府
鈴
Ｌ
の
時
ぴ
伊

け
に
応
え
、
笹
ｉ
甘
裏
塗
ξ
¨

近
く
の
口
道
聡
い
で
ノ
時
間
近

く
受
人
の
参
伽
巻
伊
戦
勇

棄

▼
対
′
ｔ
訴
え
ま
し
た
。

烙
響
０
世
作
成
し
た
「
ア
ベ

政
培
は
許
き
な
い
し
て
印
刷
レ

た
お
揃
国
の
話
ロ
シ
ャ
ツ
Ｕ
看

た
κ
に
ち
や

電ヽ
飾
で
温
晋
ザ

立
宗
ｔ
ｅ
写
に
」
と
作
成
し
又

号
鸞
し
た
人
・

憂
≡

曖

反
下

管
一伝
写

②

手
作
リ
ポ
ス
タ
‐
ｔ
首
に
つ

り
さ
げ
て
ら
仙
十
）本
た
授
ん
の

議
ギ
さ
ん
は
、
「
孫
た
％
に
戦

争
い
ち
］
地
凛
〓
城
し
た
い
」

て
マ
イ
ク
で
詐
ん
表
し
た
。

申
根
さ
ん
は
ギ
タ
ｌ
ｔ
輝
き

♪
ウ
イ
シ
ャ
ル
オ

＜
ド
ー
カ
ム

て
歌
っ
て
、一ぢ
加
者
な
象
励
し

て
く
家
る
…
な
で
，
れ
で
ル
気

な
宣
伝
行
動
ビ
巖
２
示
し
た
。

参
加
る
０
だ
い今
）ん
ｔ
み
ツ
か

ヒ
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

日
本
峡
蓬
党
心
ザ
ロ
ヽ
７
薇

揺
会
は
、
戦
争
繁
喫
ｔ
漿
箱
さ

せ
Ъ
ま
で
、
引
き
鰈
き
告
）な
行

齢
に
取
り
組
汁
ま
す
。
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ず
つЪ
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